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鳴門教育大学 教員養成ＤＸ推進機構長

藤 村 裕 一1

これからの高校を考える

長野県の総合技術新校構想の素晴らしさ
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藤村が関わってきた先進的５校の取り組みを紹介

工業・商業・農業・福祉を統合し，学科間連携を積極的に行う総合技術高校

宮崎県立小林秀峰高等学校

工業・商業・情報・福祉を統合し，生徒からの評価が近年5.0というあり得ない評価を受けている

名古屋西陵高等学校

Next Education Award最優秀賞，普通科＋商業科＝未来創造科で次世代教育を追究する

岡山県立倉敷鷲羽高等学校

教職員・関係者が一枚岩になって夢を描き，単位制高校への高校改革を実現した

北海道札幌旭丘高等学校

Global Leaderを育成するため全寮制で中3から全授業を英語で行い，世界一を目指した

広島県立広島叡智学園
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宮崎県立小林秀峰高等学校
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「和⽜五輪」と呼ばれ，宮崎県が連覇している
「全国和⽜能⼒共進会」の宮崎県代表に

⼩林秀峰⾼校の⾼校⽣が育てた⽜が選ばれる

出典：朝日新聞デジタルhttps://www.asahi.com/articles/ASK8H3W3TK8HTNAB003.html

機械科

農業科

機械科 農業科

農業科

機械科
機械科

機械科

共同実習での学び
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ステンレスを
使用した型 ３Ｄプリンタを

使用した型の製作

ビスケットの試食

ビスケットの型に関する打合せ

型を使用した試作

設計・寸法修正

ビスケット製造

不採用 農業科へ

試食の評価をもとに，味の調整など

型の大きさ，厚み
使い勝手など

味，触感
見た目など

新たな手法の開発
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学校ver.3.0が求める人材育成

リアルプロジェクト

他者との協働を通じた価値創出

人間としての強みを活かした専門職

未知の世界に挑戦する好奇心

苦心してモノを作り上げる力

学科間連携
↓

学校ver.3.0
を目指した
人材育成

Society5.0に対応した「学校ver.3.0」による
⼈材育成としての学科間連携による共同実習

Society5.0に対応した「学校ver.3.0」による
⼈材育成としての学科間連携による共同実習
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教師が生徒に寄り添い，生徒が主体的に考え正しく判断
することにプライドをもてるようにしている学校

スマートフォンを文房具として，常時机の上に出して主体的に活用している学校

みんなの高校情報（2021）
https://www.minkou.jp/hischool/school/3396/

駐輪場の自転車に施錠しなくても
問題ないことにプライド

7

8



5

9

Next Education Award 最優秀賞受賞
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北海道札幌旭丘高等学校北海道札幌旭丘高等学校
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広島県立
広島叡智学園

(HiGA）

14

ＧＩＧＡスクールの教育改革
令和の日本型学校教育の理念
（一人一人の子どもを主語にする学校教育）

ーまずはゴールイメージの共有からー

日本政府の教育目標が
「一人一人のWell-beingとその総和としての社会
全体のWell-being」になったことをご存じですか？

GIGAスクールは情報活用能力育成のためじゃない!?

（Global and Innovation Gateway for All）
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Wedge2023年11月号
表紙

（株式会社ウェッジ）

内閣府https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/より引用

現在はこの入り口
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VUCA
World
VUCA
World

Berlitz Global Blog（https://www.berlitz-globalblog.com/vuca）
文部科学省初等中等教育局学びの先端技術活用推進室・桐生室長の
プレゼンに加筆

変化が激しく
予測困難な
VUCA World

を生きぬ人材を
育てなければならない

現代社会・これからの社会の本質的な特徴

教師主導の一斉型
授業（知識再生型）

チョークとトークで
は無理

18

17

18



10

19

ＯＥＣＤ・Education2030プロジェクト

学習者のエージェンシー

新たな価値を創造する力

対立やジレンマを克服する力

責任ある行動をとる力

（主体的に行動する力，力を発揮する能力など）

柔軟に対応する諸能力

実行

内省（振り返り）

見通し

仲間，教師，
保護者，地域の
共同的エージェ
ンシー

価値観態度

知識

技能

OECD(2018)
In Brief 
Learning 
Compus
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各教科等における学習対象を捉える視点や考え方を
「見方・考え方」として整理（「言葉による見方・考え方」、
「数学的な見方・考え方」など）。
指導内容と「見方・考え方」を関係付けて示していくことで、

子供たちが学習対象と深く関わり、理解の質を高めていけ
るよう、教材や指導方法に反映

全ての学習の基盤となる力〔言語能力（読解力等）、

問題発見・解決能力、情報活用能力（プログラミング的思考
やＩＣＴを活用する力を含む）

１５分の短時間学習の設定や、６０分授業の設定、長期休
業期間における学習活動、土曜日の活用や週あたりコマ
数の増など、地域や学校の実情に応じて組合せながら
柔軟な時間割編成を可能…

21

新学習指導要領の主な変更点

大前提・・・ＧＩＧＡスクール構想で，１人１台端末を整備した背景の共通理解

ＧＩＧＡスクール構想の背景を理解せず，①知識・技能のみを学力ととらえる教員 ②教師主導の一斉授業
でよいととらえる教員 ③黒板・ノートを使い，チョークとトークで授業すればよいと考えている教員

読み書きそろばんに加え，情報スキルを基礎力とする21世紀型能力に基づく

学力観の転換
変化が激しく予測不可能な時代（VUCA World）に対応できるj

授業観の転換

主体的・対話的で深い学び（児童生徒主体）

個別最適な学び，協働的な学び

効果的にＩＣＴを活用した学び

実体験や活動を重視した学び

ＳＴＥＡＭ教育等教科横断的な学び

対面と遠隔・オンライン教育のハイブリッド化
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23

文部科学省「Society 5.0に向けた学校ver.3.0」（藤村が一部強調・加筆）

学校ver.1.0（「勉強」の時代） 学校ver.3.0（「学び」の時代）

◆教育のリソース（教師，教材，
場所）を学校が独占し，全員が

決められた時間に一斉に授業

を受け，知識再生型のペー
パーテストで成果を測定。

◆カリキュラムは知識の体
系（典型が，国語の学年
別漢字配当表）。

◆重視されたのは，知識を正
確に記憶する基礎学力，忍
耐強さ，あらかじめ定めら
れた計画を着実にこなす正
確さ。

◆教員の授業研究による
教育方法工夫・改善の
自主的な蓄積に依存

学校ver.2.0
（「学習」の時代）

◆日本の学校教育の蓄積を活かし
つつ，能動的な学び手（アクティブ・

ラーナー）を育成する「主体的・
対話的で深い学び」。

◆５肢択一偏重の大学入試から記述
式を導入した考える入試への転換
など高大接続改革。

◆カリキュラムは能力重視の体系
へと転換。（語彙を表現に活かす，
科学的に思考する，数学を日常生
活に活かす…といった認知的能力

とその土台となる学習意欲や協働
しようとする態度を重視）

◆重視されているのは，自分自身の
文脈で情報を編集し，協働・対話を
通じて新しい価値や「納得解」を生
み出す力。
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「K-12教育」から「K-16プログラム」へ

STEAM重視
のプログラム
における他者
との協働を通
じた価値創出
のための学
び(体験重視)

人間とし
ての強み
を活かした専
門職になる
ための学び

(実習体験
重視)

◆公教育の重要な役割は，子供の学びの状況を観察し，個々人に
応じた学びの実現を支援

◆次世代型学校を軸に，大学，NPO，企業などが提供する様々なプ
ログラムを選択して学ぶユビキタス・ラーニング（※）

◆学校は，実体験や他者との対話・協働をはじめ多様な学習活動の
機会を公正に提供する役割を重視

◆個人の学習成果（作文，作品，レポート，プレゼン等）は学びの
ポートフォリオとして電子化，蓄積）

「能動的な学び手」
（アクティブ・
ラーナー）

「個別最適化された学びのまとめ役」

（ラーニング・オーガナイザー）
個々の子供の学びと授業における協働学習

のデザインとプロデュース
（新たな公教育の役割）

個別最適化な学びと学びのポートフォリオ

個人の認知と性向の特性を踏まえた支援
（認知科学と教育ビッグデータの活用）

※ビッグデータのリスクや限界にも留意

教育ビッグデータの収集・分析（総合的なエビデンス）

大学，
研究機関

学校

NPO，企業，
ベンチャー

放課後等
デイサービス

・次世代型学校においては，教育プログラム
を個別最適化した「学び」へ

・K-16のグレードは学年ではなく能力のレベ
ル。人生100年時代のリカレント教育を前
提とした教育の仕組みへ

・K-16プログラムは，次世代型学校を軸に大
学，NPO，企業など様々な主体がそれぞれ
の強みを活かして提供

・より分析的・批判的に思考
するための見方・考え方の深化

・社会の中での自分の役割や責任
についての自覚を軸にした学び
の展開

・実体験を通じた他者・社会 との
協働の手応えや自信

・語彙，読解力，数的感覚などの学
力の基礎

・実体験を通じた他者とともに生き
ることの実感

・未知の世界に挑戦する好奇心
・苦心してモノを作り上げる力

ガバメント・ソリューション（政府が課題解決）

Society 3.0

工業社会

• 人間としての強み（現実世界を理解し状況に応じて意味付け，倫理観，板挟みや想定外と向き合う力
責任を持って遂行する力など）

• 共通して求められるのは，文章や情報を正確に読み解き対話する力，科学的に思考・吟味し活用する力，
価値を見つけ生み出す感性と力，好奇心・探求力など

国民国家モデル
SDGsモデル

マーケット・ソリューション（市場が課題解決）

コミュニティ・ソリューション（人や地域のつながりが課題解決）

持続可能な開発モデル

スタディ・ログ（学習の履歴）

研究機関・企業との連携

グローバル市場経済モデル

公民館
図書館
博物館

地域
スポーツ
クラブ

Society 4.0

情報社会

Society 5.0

超スマート社会

…

地
域
・家
庭
・
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
実
社
会
と
の
複
層
的
な
つ
な
が
り
）

人間存在としての基本的な価値や人格形成 （善く生きるとは，個人と他者，社会との関わり方…）

※ユビキタス・ラーニング：いつでもどこでも学習できること

自治体間や国との連携

コンテンツベース コンピテンシーベース 24

23

24
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国立教育政策研究所「教育課程の編成に関する基礎的研究報告書 5 社会の変化
に対応する資質や能力を育成する教育課程編成の基本原理」(2013)より抜粋 25

26

単なるＩＣＴ機器整備や，コンピュータやインターネットに関する教育に終わらず，学力と人格を育み，
「よりよく生き続けようとし続ける幸福な人間」を育む「人間教育としての情報教育」を！

ＩＣＴリテラシー
データサイエンス
プログラミング等

コンピューターサイエンス

25
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基礎力育成のための初等・中等教育における教科

言語スキル
（読み書き）

国 語

小学校 中学校 高校

数量スキル
（そろばん）

算数・数学

情報スキル
（情報教育）

情報

日 本

情報スキル
（情報教育）

Computing(UK, England)
Informatics(Estonia)

Informatika(Russia etc.)
実科（韓国）

信息科学技術（上海）
現代電脳認知（香港）

Computer Science（USA，India)

諸外国

27

各教科等における学習対象を捉える視点や考え方を
「見方・考え方」として整理（「言葉による見方・考え方」、
「数学的な見方・考え方」など）。
指導内容と「見方・考え方」を関係付けて示していくことで、

子供たちが学習対象と深く関わり、理解の質を高めていけ
るよう、教材や指導方法に反映

全ての学習の基盤となる力〔言語能力（読解力等）、

問題発見・解決能力、情報活用能力（プログラミング的思考
やＩＣＴを活用する力を含む）

１５分の短時間学習の設定や、６０分授業の設定、長期休
業期間における学習活動、土曜日の活用や週あたりコマ
数の増など、地域や学校の実情に応じて組合せながら
柔軟な時間割編成を可能…

28

新学習指導要領の主な変更点
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H大学教育理念
（知的技法の育成）

 正確に理解する能力
 正確に書く能力
 正確に意思の疎通をはかる能力
 数量的な処理能力（コンピュータ）
 １つ以上の外国語に通じる能力
 明晰かつ批判的に思考する能力

 自然と社会と人間とのかかわり方を理解し，
知識を得る方法と考え方の習得

 違った価値観や制度をもった異文化に関
する深い認識

情
報
教
育

30

秋田県の情報活用能力系統表

29

30



16

31

企業が求める資質能力 日本経済団体連合会（2022）

32

テクニシャン
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文部科学省
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36

山陽学園広島山陽高等学校
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文部科学省総合教育政策局調査企画課長・教育ＤＸ推進室長 桐生崇氏説明資料

６次産業化・学科間連携の結節点としての「ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）科」の可能性

38

参加国中飛び抜けて最下位
発展途上国より遙かに低い数値
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「余暇のためのICT利用」と「宿題のためのICT利用」指標の分布

を基に藤村が加筆

ＧＩＧＡスクール端末を
家庭に持ち帰り

有効活用する可能性も

家庭でのフィルタリング，ペアレンタルコントロール
情報の科学的な理解に基づき

未知のことにも
正しく判断・対応できる情報モラル教育を！

40

スマートフォン

タブレットPC

ノートPC

タブレット端末・スマートフォンは「文房具」
筆箱同様，授業中は出しっぱなし！

授業中しまうことも，学校に置いていくこともあり得ない！

「文房具」として机上にスマートフォンを出して学んでいるフィンランドの学校

39
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41

エストニアの高学力転換校の姿
問題解決学習（主体的・対話的で深い学び）中心

生徒指導（禁止・管理）

情報の科学的な理解（理由）を基にした
メリット・ディメリットの公正な指導

適切な「判断力の育成」

ねらいに応じてメディア・ミックス

体験・活動

アナログ・メディア

デジタル・メディア

本質的多元論の重要性
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失敗事例に見られた失敗の5つのポイント

各学校の伝統にこだわり，死守しようとするノスタルジックな発想
Look backward（←→Look forward）

最後まで譲らず，創造的に考えて納得解を生もうとしない
狭い各地域のエゴ，各学校のエゴ

生徒のことを二の次にし，
教職員・地域の大人の都合を最優先とすること

共感が得られる優れたコンセプトを生み出せず
議会・財政部局・地域住民を味方につけられないこと

44

少子化でやむを得ず行う
学校統合による安曇野総合技術高校

教職員はもちろんのこと，同窓会，自治体，地域住民みんなが一丸となって
変化が激しく予測困難な時代も，

自ら問題を発見し，知恵を合わせ力を合わせてたくましく生き抜く幸せな人間を育む
学校の在り方を遊び心いっぱいに夢をもって創造的に考え，未来志向で
めざす人材像・学力観・授業観とそれらを統合した学校像を共有し，

安曇野の地で，世界一の教育を行う

「安曇野先端総合技術高校」を！
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